
西宮市防災行政無線局管理運用要綱 

 

（目 的） 

第１条 この要綱は、西宮市が地域防災計画に基づく災害対策に係る事務及び行政事務に

関して開設する防災行政無線局（同報系）（ 以下「 無線局 」という。）の適正な管理、

運用を図るために必要な事項を定める。 

（用語の意義） 

第２条 この要綱において、用語の意義は次の各号に定めるところによる。 

(1) 無線局 

電波法第２条第５号に規定する無線局をいう。 

(2) 同報親局 

特定の２以上の受信設備に対し同時に同一内容通報を送信する無線局をいう。 

(3) 屋外子局 

同報親局の通信の相手方となる受信設備（アンサーバック方式を付加する場合は、

同方式の送受信設備を含む。）をいう。 

(4) 戸別受信機等 

   同報親局からの通信を受ける簡易な受信設備及びさくらＦＭを通じ行う緊急放送

を受信する設備をいう。 

(5) 無線従事者 

電波法第２条第６号に規定する者をいう。 

（無線局の総括管理者） 

第３条 無線局に総括管理者を置く。 

２ 総括管理者は、無線局の管理、運用の業務を総括し、管理責任者を指揮監督する。 

３ 総括管理者は、危機管理監とする。 

（管理責任者） 

第４条 無線局に管理責任者を置く。 

２ 管理責任者は、総括管理者の指示に従い、無線局の管理、運用を行うとともに通信取扱

責任者及び無線従事者又は通信取扱職員を指揮監督する。 

３ 管理責任者は無線従事者の資格を有する職員の中から、総括管理者が指名する。 

（通信取扱責任者）  

第５条 無線局に通信取扱責任者を置く。 

２ 通信取扱責任者は、管理責任者の指示に従い、無線従事者又は通信取扱職員を指揮監督

する。 

３ 管理責任者は統括管理者が指名する。(様式１) 

４  通信取扱責任者は、無線従事者の資格を有する職員の中から、管理責任者が指名する。

（様式２） 

総括管理者（無線局の管理・運用の業務を総括） 

【 危機管理監 】 

                    ↓指示・指揮監督 

管理責任者（無線局の管理・運用） 

【 統括管理者が指名 】 

                    ↓指示・指揮監督 

通信取扱責任者（無線従事者又は通信取扱職員を指示・指揮監督） 

【 管理責任者が指名 】 



（無線従事者の配置、養成等） 

第６条 総括管理者は、無線局の運用体制に見合った員数の無線従事者を配置する。 

２ 総括管理者は、無線従事者の適正な配置を確保するため、常に無線従事者の養成に留意

する。 

３ 総括管理者は、無線従事者の現状を把握するため、毎年４月１日現在における無線従事

者名簿（様式３）を作成する。 

（無線従事者の任務） 

第７条  無線従事者は、無線設備の操作を行う。 

（通信取扱職員） 

第８条 通信取扱職員は、無線従事者の管理のもとに電波法令を遵守し、法令に基づく無線

局の運用を行う。 

２ 通信取扱職員は、無線局の運用に携わる一般職員とする。 

（業務書類等の管理） 

第９条 管理責任者は、電波法令に基づき、次に掲げる書類等を管理、保管する。 

(1) 無線局免許状 

(2) 電波法令集 

(3) 無線検査簿 

(4) 無線従事者選解任届の写し 

(5) 申請書等の副本 

２ 管理責任者は、電波法令集を常に現行のものに維持しておく。 

３ 管理責任者は、無線従事者選解任届の写しを整理、保管しておく。 

４ 管理責任者は、無線局免許の有効期間満了前３か月以上６か月を超えない期間におい

て、再免許の申請を行う。 

（提出書類） 

第１０条 総括管理者は、無線従事者を選任又は解任したときは遅滞なく近畿総合通信局

に届出をする。 

（無線局の運用）  

第１１条  無線局の運用方法については、別に定める細則による。 

 (無線設備の保守点検） 

第１２条 無線設備の正常な機能維持を確保するため、次のとおり保守点検を行う。 

 (1) 日点検 

 (2) 月例点検 

 (3) 外観・機能点検（年１回） 

 (4) 総合点検（年１回） 

２ 前項の点検の結果は、点検記録簿（様式４～様式６）に記録しておく。 

３ 保守点検の責任者は、次のとおりとする。 

 (1) 日点検    通信取扱責任者 

 (2) 月例点検   通信取扱責任者 

 (3) 外観・機能点検 管理責任者 

 (4) 総合点検   総括管理者 

４ 予備装置及び予備電源は、年１回以上使用し、機能を確認しておく。 

５ 点検の結果、異常を発見したときは、直ちに管理責任者に報告し、措置するとともに

障害の除去に努める。 

（通信訓練） 

第１３条 総括管理者は、非常災害発生に備え、通信機能の確認及び運用の習熟化を図るた

め、次により定期的に通信訓練を行う。 



 (1) 総合防災訓練に併せた総合通信訓練  毎年１回以上 

 (2) 定期通信訓練            半年（アンサーバック機能） 

（3） その他、地域と共同での訓練     適宜 

２ 訓練は通信統制訓練、住民への警報等の伝達訓練を重点として行う。 

（研 修） 

第１４条 総括管理者は、毎年１回以上、通信取扱職員等に対して電波法令、運用方法及び

無線機の取扱要領等について研修を行う。 

（補 則） 

第１５条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定めるものとする。 

 

付 則 

この要綱は、平成２１年４月１日から実施する。 

   

この要綱は、平成２２年１月４日から実施する。 

   

この要綱は、平成２２年７月１日から実施する。 

 

この要綱は、平成２３年１０月１日から実施する。 

 

この要綱は、平成２６年２月１日から実施する。 

 

この要綱は、平成２８年４月 1日から実施する。 

 

この要綱は、平成２９年８月２１日から実施する。 

 

この要綱は、平成２９年１１月１日から実施する。 

 

この要綱は、令和２年４月１日から実施する。 

 

この要綱は、令和４年４月１日から実施する。 

  



 

 

様式 １（第５条関係） 

令和  年   月  日 

 

職･指名    様 

西宮市防災行政無線局 総括管理者 

危機管理監 

 

 

管理責任者指名通知書 

 

 

 

 西宮市防災行政無線局管理運用要綱に基づき、管理責任者に指名します。 

 



様式 ２（第５条関係） 

令和  年  月  日 

 

職･指名       様 

西宮市防災行政無線局 管理責任者 

 

 

 

通信取扱責任者指名通知書 

 

 

 

 西宮市防災行政無線局管理運用要綱に基づき、通信取扱責任者に指名します。 

 

  



様式 ３（第６条関係） 

 
  局名（呼出名称） 

 
 

                            無  線  従  事  者  名  簿 

                                  年  月  日現在 

所   属 
（ふりがな） 

氏 名 

資    格 
選任年月日 備 考 

免許証の番号 

     

 

     

 

     

 

     

 

     

 

     

 

     

 

     

 

     

 

     

 

     

 

     

 

 



様式 ４－１(第１２条関係) 

                       無  線  局 日 点  検  記  録  簿 

                                   （ 同 報 親 局 ） 

 局      名 

（呼出名称） 
ぼうさいにしのみやし 

通信取扱責任者 

                

点検年月               年    月分 

  月 
防災行政無線親卓 

J-ALERT 
その他気づいた点 

（エラー表示等） 
点検者 

個別受信機 ｱﾝｻｰ結果 

  記入例 ✔ 収集局 ２局/異常局 ０局 ✔ ✔ 異常なし 西宮 

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

     日   収集局  局/異常局  局     

 



様式 ５－１(第１２条関係) 

無 線 局 外 観・機 能 点 検 記 録 簿 

（親 局） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候                

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

1 . 親 局 

（無 線 

室） 

連絡通話装置 
破損状況 有 □  無 □ 

連絡通信テスト 良 □ 不良 □ 

直流電源装置 

破損状況 有 □  無 □ 

表示状態 浮動充電・保護充電・故障 

交流電源 入 □  切 □ 

蓄電池電源 入 □  切 □ 

負荷電源１ 入 □  切 □ 

負荷電源２ 入 □  切 □ 

負荷電源３ 入 □  切 □ 

直流電圧計 
整流器・蓄電池（   Ａ） 

負   荷 （   Ａ） 

出力電流 （    Ａ） 

負荷電流 （    Ａ） 

清 掃 □ 

1．親 局 

（Ｐ Ｈ 

３） 

無線電話装置 

（61.490MHz） 

破損状況 有 □  無 □ 

主電源 入 □  切 □ 

副電源１ 入 □  切 □ 

副電源２ 入 □  切 □ 

連絡通信テスト 良 □ 不良 □ 

直流電源装置 

破損状況 有 □  無 □ 

表示状態 浮動充電・保護充電・故障 

交流電源 入 □  切 □ 

蓄電池電源 入 □  切 □ 

負荷電源１ 入 □  切 □ 

負荷電源２ 入 □  切 □ 

負荷電源３ 入 □  切 □ 

直流電圧計 
整流器・蓄電池（   Ａ） 

負   荷 （   Ａ） 

出力電流 （    Ａ） 

負荷電流 （    Ａ） 

備 考  



様式 ５－２(第１２条関係) 

無 線 局 外 観・機 能 記 録 簿 

（親局・遠隔制御装置） 

 点検 年月 日         年      月       日 点 検 者 氏 名 

天 候                

設備 の区 分 点  検  項  目 点 検 結 果 

1．親 局 

（Ｐ Ｈ 

３） 

屋外拡声装置 

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

同期 良 □ 不良 □ 

簡易ﾏｲｸﾃｽﾄ 良 □ 不良 □ 

機構部 

空中線（親局） 

破損状況 有 □  無 □ 

向き（２方

向） 
良 □ 不良 □ 

空中線 

（屋外拡声子局） 
破損状況 有 □  無 □ 

スピーカー 

破損状況 有 □  無 □ 

向き 良 □ 不良 □ 

Ｒ       個 

Ｓ       個 

清 掃 □ 

2.遠隔制御装置 

遠隔制御装置 

破損 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

動作確認（呼

出） 
親局で確認 良□ 不良□ 

確認 障害情報 

清 掃 □ 

備 考  



様式 ５－３(第１２条関係) 

無 線 局 外 観・機 能 点 検 記 録 簿 

（中継局） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候                

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

3.中継局 

無線送受信機装置 

（61.490MHz） 

破損状況 有 □  無 □ 

主電源 入 □  切 □ 

副電源１ 入 □  切 □ 

副電源２ 入 □  切 □ 

連絡通信テスト 良 □ 不良 □ 

無線送受信機装置 

（56.975MHz） 

破損状況 有 □  無 □ 

主電源 入 □  切 □ 

副電源１ 入 □  切 □ 

副電源２ 入 □  切 □ 

連絡通信テスト 良 □ 不良 □ 

直流電源装置 

破損状況 有 □  無 □ 

表示状態 受電 ・ 故障 

交流電源 入 □  切 □ 

蓄電池電源 入 □  切 □ 

直流電圧計 
整流器・蓄電池（   Ａ） 

負   荷 （   Ａ） 

出力電流 （    Ａ） 

負荷電流 （    Ａ） 

非常用発電機 

破損状況 有 □  無 □ 

燃料・運転時間 ・      

電源・異常 商用 ・ 発電 ・ 警報 

運転モード 手動 ・ 自動 

機構部 
空中線 

破損状況 有 □  無 □ 

向き（２方向） 良 □ 不良 □ 

扉 施錠・扉警報作動 良 □ 不良 □ 

その他 
ﾌｪﾝｽ破損状況 有 □  無 □ 

施設破損状況 有 □  無 □ 

清 掃（除草含む） □ 

備 考  



様式 ５－４(第１２条関係) 

無 線 局 外 観・機 能 点 検 記 録 簿 

（再送信子局） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候                

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

4．再送信子局 

（No.   ） 

（     

） 

中継波用無線部 

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

同期 良 □ 不良 □ 

再送信波用無線部 

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

外部接続箱 

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

簡易ﾏｲｸﾃｽﾄ 良 □ 不良 □ 

連絡通信テスト 良 □ 不良 □ 

機構部 

空中線 ２箇所 

破損状況 有 □  無 □ 

向き 良 □ 不良 □ 

スピーカー 

破損状況 有 □  無 □ 

向き 良 □ 不良 □ 

Ｒ       個 

Ｓ       個 

清 掃 □ 

備考  



様式 ５－５(第１２条関係) 

無 線 局 外 観・機 能 点 検 記 録 簿 

（屋外拡声子局） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候                

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

5.屋外拡声 

装置 

（No.   ） 

（     

） 

屋外拡声装置 

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

同期 良 □ 不良 □ 

外部接続箱 

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

簡易ﾏｲｸﾃｽﾄ 良 □ 不良 □ 

機構部 

空中線 
破損状況 有 □  無 □ 

向き 良 □ 不良 □ 

スピーカー 

破損状況 有 □  無 □ 

向き 良 □ 不良 □ 

Ｒ       個 

Ｓ       個 

清 掃（除草含） □ 

5.屋外拡声 

装置 

（No.   ） 

（     

） 

屋外拡声装置 

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

同期 良 □ 不良 □ 

外部接続箱 

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

簡易ﾏｲｸﾃｽﾄ 良 □ 不良 □ 

機構部 

空中線 
破損状況 有 □  無 □ 

向き 良 □ 不良 □ 

スピーカー 

破損状況 有 □  無 □ 

向き 良 □ 不良 □ 

Ｒ       個 

Ｓ       個 

清 掃（除草含） □ 

備考  



様式 ５－６(第１２条関係) 

無 線 局 外 観・機 能 点 検 記 録 簿 

（屋外拡声子局（増設アンプ分）） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候                

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

5.屋外拡声 

装置（ｱﾝﾌﾟ） 

（No.   ） 

（     

） 

屋外拡声装置 

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

同期 良 □ 不良 □ 

付加増幅装置 
破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

外部接続箱 

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

簡易ﾏｲｸﾃｽﾄ 良 □ 不良 □ 

機構部 

空中線 
破損状況 有 □  無 □ 

向き 良 □ 不良 □ 

スピーカー 

破損状況 有 □  無 □ 

向き 良 □ 不良 □ 

Ｒ       個 

Ｓ       個 

清 掃（除草含） □ 

5.屋外拡声 

装置（ｱﾝﾌﾟ） 

（No.   ） 

（     

） 

屋外拡声装置 

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

同期 良 □ 不良 □ 

付加増幅装置 
破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

外部接続箱 

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

簡易ﾏｲｸﾃｽﾄ 良 □ 不良 □ 

機構部 

空中線 
破損状況 有 □  無 □ 

向き 良 □ 不良 □ 

スピーカー 

破損状況 有 □  無 □ 

向き 良 □ 不良 □ 

Ｒ       個 

Ｓ       個  

清 掃（除草含） □ 

備考  



様式 ６－１(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（親局[無線室] １／６） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

①J-ALERT 

受信機・ 

表示装置 PC 

J-ALERT 受信機 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損・異音状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

表示装置ＰＣによる確認 

ディスク使用率       ％ 

ﾒﾓﾘ使用率       ％ 

接続状態 衛星回線 ・ 地上回線 

受信周波数        MHz 

衛星受信部状態  

衛星受信状態  

信号強度 dBm 

受信品質 dB 

地上回線接続状態  

外部 I/F 接続状態  

受信機ｿﾌﾄｳｪｱ状態  

ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ  

ｼｽﾃﾑ時刻  

表示装置ＰＣ 
再起動 良 □ 不良 □ 

J-ALERT ﾛｸﾞｲﾝ 良 □ 不良 □ 

清 掃 □ 

②同報無線 

自動起動装置 

・回転灯 

同報無線自動起動装置 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損・異音状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

回転灯 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

清 掃  □ 

備考 

 



様式 ６－２(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（親局[無線室] ２／６） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

③操作卓 

操作卓 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損・異音状

況 
有 □  無 □ 

通信制御装置 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損・異音状

況 
有 □  無 □ 

自動通信記録装置 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損・異音状

況 
有 □  無 □ 

自動プログラム送出装置 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損・異音状

況 
有 □  無 □ 

清 掃 □ 



備考  

 



様式 ６－３(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（親局[無線室] ３／６） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

③操作卓 

１．電源投入 再起動 良 ・ 不良 

２．年月日時設定 カレンダー、時刻設定 確認 良 ・ 不良 

３．ラジオ設定 
ﾗｼﾞｵの電源を入れ「NHK」放送をﾓﾆﾀｽﾋﾟｰｶｰで受信できる

様周波数並びに音量ﾎﾞﾘｭｰﾑを調整する 
良 ・ 不良 

４．子局選択呼出 

・各種呼出 

子局に対し「個別」放送が行える 良 ・ 不良 

子局に対し「一括」放送が行える 良 ・ 不良 

子局に対し「グループ」放送が行える 良 ・ 不良 

子局に対し「時差」呼出で指定回数の繰り返し放送を確

認 
良 ・ 不良 

子局に対し「緊急一括」放送が行える 良 ・ 不良 

５．音声出力レベル 子局呼出、ﾁｬｲﾑ・ｻｲﾚﾝにてﾋﾟｰｸﾚﾍﾞﾙが 0 ﾎﾞﾘｭｰﾑである 良 ・ 不良 

６．自動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

放送 

ﾒｯｾｰｼﾞ登録が行える 良 ・ 不良 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ登録が行える 良 ・ 不良 

設定時刻に自動放送が出ること 良 ・ 不良 

自動放送中に「強制停止」ｷｰ押下にて放送が中断するか 良 ・ 不良 

７．ｻｲﾚﾝ吹鳴 ﾊﾟﾀｰﾝｻｲﾚﾝ吹鳴が各々の SW にて吹鳴するか 良 ・ 不良 

８．子局ｱﾝｻｰ 
ｱﾝｻｰ子局に対しｱﾝｻｰが取れ、監視結果が操作卓の監視画

面で確認できる 
良 ・ 不良 

９．無線機監視制御 
親局無線機の現用・予備の監視制御が行える 良 ・ 不良 

中継局無線機の現用・予備の監視制御が行える 良 ・ 不良 

10．停電表示 
商業電源断で「停電」表示し子局呼出し操作が正常に行

える 
良 ・ 不良 

11．J-ALERT 
J-ALERT 受信機が起動中は操作卓の「他装置使用中」が点

灯する 
良 ・ 不良 

12．音声合成装置 作成した文章を呼びあげ、操作卓に音声を送出する 良 ・ 不良 

備考  



様式 ６－４(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（親局[無線室] ４／６） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

④連絡通話 

装置 

連絡通話装置 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損・異音状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

連絡通信テスト 良 □  不良 □ 

清 掃 □ 

⑤地図表示盤 

５８インチディスプレイ 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損・異音状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

ＰＣ 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損・異音状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

ＯＳ  

ﾌﾟﾛｾｯｻ  

ﾒﾓﾘ容量  

清 掃 □ 

⑤地図表示盤 

１．子局点灯 

一括呼出で全子局 LED が点灯する 良 ・ 不良 
ｸﾞﾙｰﾌﾟ呼出にて対象子局 LED が点灯する 良 ・ 不良 
個別呼出にて対象子局が点灯する 良 ・ 不良 

２．子局ｱﾝｻｰ 
操作卓から子局ｱﾝｻｰにて該当局の LED が正常(緑)/異常

(赤)表示する 
良 ・ 不良 

３．状態表示 自動放送、ﾘﾓｺﾝ使用での状態表示 LED が点灯する 良 ・ 不良 
４．ｽｸﾘｰﾝｾｰﾊﾞｰ 呼出未操作 5 分以上経過で PDP 画面がｽｸﾘｰﾝｾｰﾊﾞｰになる 良 ・ 不良 

備考  



様式 ６－５(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（親局[無線室] ５／６） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

⑥直流電源 

装置 

直流電源装置（整流器） 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

直流電源装置（蓄電池） 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

台数       個 

⑥直流電源装置 

１．商用入力電圧 入力電圧     Ｖ 

２．出力電圧 操作卓入力端子電圧若しくは負荷電源電圧     Ｖ 

３．停電動作 商用入力断とし、蓄電池から継続して規定の電圧確認     Ｖ 

４．蓄電池電圧 
１      V ２      V ３      V ４      V 

５      V ６      V ７      V ﾄｰﾀﾙ     V 

５．直流電圧計 

整流器        A 

蓄電池        A 

負荷        A 

６．出力電流         A 

７．負荷電流         A 

８．緩み・破損状況 ネジ・緩みがないか 良 ・ 不良 

備考  

 



様式 ６－６(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（親局[無線室] ６／６） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

⑦その他 

ＣＤ／ＭＤ卓 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損状況 有 □  無 □ 

無停電電源装置 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損状況 有 □  無 □ 

通信記録用プリンタ（操作卓） 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損状況 有 □  無 □ 

音声合成装置ＰＣ 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損・異音状況 有 □  無 □ 

電源 入 □  切 □ 

ＯＳ  

ﾌﾟﾛｾｯｻ  

ﾒﾓﾘ容量  

17 ｲﾝﾁ液晶ﾓﾆﾀ（音声合成 PC） 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損状況 有 □  無 □ 

プリンタ（音声合成 PC） 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

破損状況 有 □  無 □ 

⑦その他 

CD/MD 卓の録音 音源部からの内容を MD ﾃﾞｯｷに録音できるか 良 ・ 不良 

CD/MD 卓から再生 MD ﾃﾞｯｷの再生音が操作卓の「再生」で出力されるか 良 ・ 不良 

通信記録用ﾌﾟﾘﾝﾀ ログデータが確認できるか 良 ・ 不良 

通信記録用ﾌﾟﾘﾝﾀ 手動にて業務日誌を印刷できるか 良 ・ 不良 

備考  



様式 ６－７(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（親局[ＰＨ３]１／４） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

⑧無線電話 

装置 

無線電話装置本体 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

現用装置 

送信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

受信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

周波数        MHz 

送信出力        W 

送信出力 
進行（規定出力+20%,-0%）        W 

反射（VSWR1.5 以下）     W 

送信周波数偏差(規定×±10×10-6Hz) Hz 

占有周波数帯幅(15kHz 以内)         kHz 

隣接チャンネル漏洩電力 

(1W 以下 45dB 以下 1W 超 55dB 以下) 

U：    dB 

L：    dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（帯域外領域） 

(1W 以上-80dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（ｽﾌﾟﾘｱｽ領域） 

(1W 以上-60dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

⑧無線電話装置（現用装置） 

現用・予備切替 正常に切替わり、ＬＥＤ表示される 良 ・ 不良 

遠隔動作 REMOTE ﾓｰﾄﾞにて操作卓から放送動作 良 ・ 不良 

局操動作 LOCAL ﾓｰﾄﾞにて局間通話 良 ・ 不良 

遠方監視制御動作 中継局の監視・制御確認 良 ・ 不良 

連絡通信テスト 親卓・中継局・再送信子局１・再送信子局２ 良 ・ 不良 

備考 

 

 



様式 ６－８(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（親局[ＰＨ３]２／４） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

⑧無線電話 

装置 
予備装置 

送信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

受信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

周波数        MHz 

送信出力        W 

送信出力 
進行（規定出力+20%,-0%）        W 

反射（VSWR1.5 以下）     W 

送信周波数偏差(規定×±10×10-6Hz) Hz 

占有周波数帯幅(15kHz 以内)         kHz 

隣接チャンネル漏洩電力 

(1W 以下 45dB 以下 1W 超 55dB 以下) 

U：    dB 

L：    dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（帯域外領域） 

(1W 以上-80dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（ｽﾌﾟﾘｱｽ領域） 

(1W 以上-60dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

⑧無線電話装置（予備装置） 

現用・予備切替 正常に切替わり、ＬＥＤ表示される 良 ・ 不良 

遠隔動作 REMOTE ﾓｰﾄﾞにて操作卓から放送動作 良 ・ 不良 

局操動作 LOCAL ﾓｰﾄﾞにて局間通話 良 ・ 不良 

遠方監視制御動作 中継局の監視・制御確認 良 ・ 不良 

連絡通信テスト 親卓・中継局・再送信子局１・再送信子局２ 良 ・ 不良 

備考  



様式 ６－９(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（親局[ＰＨ３]３／４） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

⑨直流電源 

装置 

直流電源装置（整流器） 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

直流電源装置（蓄電池） 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

台数       個 

⑨直流電源装置 

商用入力電圧 入力電圧     Ｖ 

出力電圧 操作卓入力端子電圧若しくは負荷電源電圧     Ｖ 

停電動作 商用入力断とし、蓄電池から継続して規定の電圧確認     Ｖ 

蓄電池電圧 
１      V ２      V ３      V ４      V 

５      V ６      V ７      V ﾄｰﾀﾙ     V 

直流電圧計 

整流器        A 

蓄電池        A 

負荷        A 

出力電流         A 

負荷電流         A 

緩み・破損状況 ネジ・緩みがないか 良 ・ 不良 

備考  

 



様式 ６－１０(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（親局[ＰＨ３，４]４／４） 

 点検 年月 日         年      月       日 点 検 者 氏 名 

天 候                

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分 点  検  項  目 点 検 結 果 

⑩屋外拡声 

子局 

( No.2500 ) 

(西宮市役所) 

屋外拡声装置 

メーカー・型式  

製造番号  

製造年月日  

AC 入力電圧        V 

蓄電池平常時電圧        V 

ｻｲﾚﾝ出力電圧        V 

蓄電池停電時 

ｻｲﾚﾝ電圧 

       V 

(30 秒後測定) 

受信入力電圧      dBμV 

減衰器設定値 ON □   OFF □ 

符号誤り率  

拡声器最大出力        W 

呼出放送動作 良 □ 不良 □ 

自局放送動作 良 □ 不良 □ 

無線放送優先動作 良 □ 不良 □ 

停電時動作 良 □ 不良 □ 

緩み・破損状況 □ 

清掃 □ 

⑪機構部 

屋外拡声

装置 

空中線 緩み・破損状況 □ 

ｽﾋﾟｰｶｰ 
緩み・破損状況 □ 

数量 R＝     S＝ 

無線電話

装置 
空中線×２ 緩み・破損状況 □ 

清掃 □ 

備 考  

 



様式 ６－１１(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（遠隔制御装置[消防局５階]） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

①遠隔制御装

置 
遠隔制御装置 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

①遠隔制御装置 

選択呼出 

一括呼出でスピーカー開くか 良 ・ 不良 

グループ呼出でスピーカー開くか 良 ・ 不良 

戸別呼出でスピーカー開くか 良 ・ 不良 

緊急一括呼出でスピーカー開くか（市監督員と要協議） 良 ・ 不良 

子局に対し「時差」呼出で指定回数の繰返放送を確認 良 ・ 不良 

音声出力レベル チャイム、サイレンにて 0 ﾎﾞﾘｭｰﾑ確認 良 ・ 不良 

キー機能 割り当てられたｸﾞﾙｰﾌﾟ、録音キーが機能する（点灯確認） 良 ・ 不良 

回線正常接続 
装置電源を投入で「通信不可」LED が 10 秒程度で復帰正

常運用するか（2～3 回繰り返し） 
良 ・ 不良 

破損状況  良 ・ 不良 

障害情報確認  □ 

清掃  □ 

備考  

 



様式 ６－１２(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（中継局１／６） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

①無線電話 

装置 

無線電話装置本体 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

現用装置 

送信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

受信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

周波数        MHz 

送信出力        W 

送信出力 
進行（規定出力+20%,-0%）        W 

反射（VSWR1.5 以下）     W 

送信周波数偏差(規定×±10×10-6Hz) Hz 

占有周波数帯幅(15kHz 以内)         kHz 

隣接チャンネル漏洩電力 

(1W 以下 45dB 以下 1W 超 55dB 以下) 

U：    dB 

L：    dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（帯域外領域） 

(1W 以上-80dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（ｽﾌﾟﾘｱｽ領域） 

(1W 以上-60dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

⑧無線電話装置（現用装置） 

現用・予備切替 正常に切替わり、ＬＥＤ表示される 良 ・ 不良 

遠隔動作 REMOTE ﾓｰﾄﾞにて操作卓から放送動作 良 ・ 不良 

局操動作 LOCAL ﾓｰﾄﾞにて局間通話 良 ・ 不良 

遠方監視制御動作 監視・制御確認 良 ・ 不良 

連絡通信テスト 親卓・ＰＨ３無線室 良 ・ 不良 

備考 

 

 



様式 ６－１３(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（中継局２／６） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

①無線電話 

装置 
予備装置 

送信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

受信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

周波数        MHz 

送信出力        W 

送信出力 
進行（規定出力+20%,-0%）        W 

反射（VSWR1.5 以下）     W 

送信周波数偏差(規定×±10×10-6Hz) Hz 

占有周波数帯幅(15kHz 以内)         kHz 

隣接チャンネル漏洩電力 

(1W 以下 45dB 以下 1W 超 55dB 以下) 

U：    dB 

L：    dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（帯域外領域） 

(1W 以上-80dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（ｽﾌﾟﾘｱｽ領域） 

(1W 以上-60dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

①無線電話装置（予備装置） 

現用・予備切替 正常に切替わり、ＬＥＤ表示される 良 ・ 不良 

遠隔動作 REMOTE ﾓｰﾄﾞにて操作卓から放送動作 良 ・ 不良 

局操動作 LOCAL ﾓｰﾄﾞにて局間通話 良 ・ 不良 

遠方監視制御動作 監視・制御確認 良 ・ 不良 

連絡通信テスト 親卓・ＰＨ３無線室 良 ・ 不良 

備考  



様式 ６－１４(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（中継局３／６） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

②無線電話 

装置 

無線電話装置本体 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

現用装置 

送信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

受信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

周波数        MHz 

送信出力        W 

送信出力 
進行（規定出力+20%,-0%）        W 

反射（VSWR1.5 以下）     W 

送信周波数偏差(規定×±10×10-6Hz) Hz 

占有周波数帯幅(15kHz 以内)         kHz 

隣接チャンネル漏洩電力 

(1W 以下 45dB 以下 1W 超 55dB 以下) 

U：    dB 

L：    dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（帯域外領域） 

(1W 以上-80dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（ｽﾌﾟﾘｱｽ領域） 

(1W 以上-60dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

②無線電話装置（現用装置） 

現用・予備切替 正常に切替わり、ＬＥＤ表示される 良 ・ 不良 

遠隔動作 REMOTE ﾓｰﾄﾞにて操作卓から放送動作 良 ・ 不良 

局操動作 LOCAL ﾓｰﾄﾞにて局間通話 良 ・ 不良 

遠方監視制御動作 監視・制御確認 良 ・ 不良 

備考 

 

 



様式 ６－１５(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（中継局４／６） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

②無線電話 

装置 
予備装置 

送信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

受信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

周波数        MHz 

送信出力        W 

送信出力 
進行（規定出力+20%,-0%）        W 

反射（VSWR1.5 以下）     W 

送信周波数偏差(規定×±10×10-6Hz) Hz 

占有周波数帯幅(15kHz 以内)         kHz 

隣接チャンネル漏洩電力 

(1W 以下 45dB 以下 1W 超 55dB 以下) 

U：    dB 

L：    dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（帯域外領域） 

(1W 以上-80dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（ｽﾌﾟﾘｱｽ領域） 

(1W 以上-60dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

②無線電話装置（予備装置） 

現用・予備切替 正常に切替わり、ＬＥＤ表示される 良 ・ 不良 

遠隔動作 REMOTE ﾓｰﾄﾞにて操作卓から放送動作 良 ・ 不良 

局操動作 LOCAL ﾓｰﾄﾞにて局間通話 良 ・ 不良 

遠方監視制御動作 監視・制御確認 良 ・ 不良 

備考 
 

 



様式 ６－１６(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（中継局５／６） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

③直流電源 

装置 

直流電源装置（整流器） 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

直流電源装置（蓄電池） 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

台数       個 

③直流電源装置 

商用入力電圧 入力電圧     Ｖ 

出力電圧 操作卓入力端子電圧若しくは負荷電源電圧     Ｖ 

停電動作 商用入力断とし、蓄電池から継続して規定の電圧確認     Ｖ 

蓄電池電圧 
１      V ２      V ３      V ４      V 

５      V ６      V ７      V ﾄｰﾀﾙ     V 

直流電圧計 

整流器        A 

蓄電池        A 

負荷        A 

出力電流         A 

負荷電流         A 

緩み・破損状況 ネジ・緩みがないか 良 ・ 不良 

備考  

 



様式 ６－１７(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（中継局６／６） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

④非常用 

発電機 
発電機 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

交流電圧       V 

交流電流       A 

周波数       Hz 

直流圧計       V 

蓄電池電圧       V 

現在時刻設定 □ 

定期運転時刻確認 ２週間１回５分間 □ 

燃料      ㍑ 

運転時間      ｈ 

燃料補充 軽油（      ）㍑ 

潤滑油確認 汚れ有 □  無 □ 

緩み・破損状況 □ 

④非常用発電機 

無負荷運転 無負荷運転にて異常がないか確認 良 ・ 不良 

自動復帰 商用断で自動起動、復電にて自動停止確認 良 ・ 不良 

監視 発電機の運転情報が親局で確認 良 ・ 不良 

⑤機構部・その他 

局舎扉開監視 局舎扉開放状態が、親局監視装置で確認 良 ・ 不良 

自動開閉遮断装置 商用断で自動的に遮断装置が復旧する 良 ・ 不良 

局舎換気扇動作 動作してるか 良 ・ 不良 

機構部 
鋼管柱腐食見られないか 良 ・ 不良 

アンテナのボルト・ナット緩みないか 良 ・ 不良 

備考  

 



様式 ６－１８(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（再送信子局１／４） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

①中継波用 

無線部 

中継波用無線装置本体 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

装置 

送信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

受信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

周波数        MHz 

送信出力        W 

送信出力 
進行（規定出力+20%,-0%）        W 

反射（VSWR1.5 以下）     W 

送信周波数偏差(規定×±10×10-6Hz) Hz 

占有周波数帯幅(15kHz 以内)         kHz 

隣接チャンネル漏洩電力 

(1W 以下 45dB 以下 1W 超 55dB 以下) 

U：    dB 

L：    dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（帯域外領域） 

(1W 以上-80dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（ｽﾌﾟﾘｱｽ領域） 

(1W 以上-60dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

AC 入力電圧      V 

①中継波用無線部 

遠隔動作 REMOTE ﾓｰﾄﾞにて操作卓から放送動作 良 ・ 不良 

局操動作 LOCAL ﾓｰﾄﾞにて局間通話 良 ・ 不良 

遠方監視制御動作 監視・制御確認 良 ・ 不良 

備考 

 



様式 ６－１９(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（再送信子局２／４） 

 点検 年月 日         年      月       日 点 検 者 氏 名 

天 候                

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分 点  検  項  目 点 検 結 果 

①中継波用 

無線部 
無線装置 

AC 入力電圧        V 

蓄電池平常時電圧        V 

ｻｲﾚﾝ出力電圧        V 

蓄電池停電時 

ｻｲﾚﾝ電圧 

       V 

(30 秒後測定) 

受信入力電圧      dBμV 

減衰器設定値 ON □   OFF □ 

符号誤り率  

拡声器最大出力        W 

呼出放送動作 良 □ 不良 □ 

自局放送動作 良 □ 不良 □ 

無線放送優先動作 良 □ 不良 □ 

停電時動作 良 □ 不良 □ 

緩み・破損状況 □ 

備 考  

 



様式 ６－２０(第１２条関係) 

 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（再送信子局３／４） 

 点検 年月 日         年      月       日  点 検 者 氏 名 

天 候   

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分        点  検  項  目 点 検 結 果 

②再送信波用 

無線部 

再送信波用無線装置本体 

ﾒｰｶｰ・型番  

製造番号  

製造年月日  

装置 

送信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

受信ﾕﾆｯﾄ型番  

同上製造番号  

周波数        MHz 

送信出力        W 

送信出力 
進行（規定出力+20%,-0%）        W 

反射（VSWR1.5 以下）     W 

送信周波数偏差(規定×±10×10-6Hz) Hz 

占有周波数帯幅(15kHz 以内)         kHz 

隣接チャンネル漏洩電力 

(1W 以下 45dB 以下 1W 超 55dB 以下) 

U：    dB 

L：    dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（帯域外領域） 

(1W 以上-80dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

送信ｽﾌﾟﾘｱｽ（ｽﾌﾟﾘｱｽ領域） 

(1W 以上-60dB 1W 未満-40dB 以下) 
     dB 

AC 入力電圧      V 

蓄電池電圧      V 

緩み・破損状況 □ 

②再送信波用無線部 

遠隔動作 REMOTE ﾓｰﾄﾞにて操作卓から放送動作 良 ・ 不良 

局操動作 LOCAL ﾓｰﾄﾞにて局間通話 良 ・ 不良 

遠方監視制御動作 監視・制御確認 良 ・ 不良 

備考 

 



様式 ６－２１(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（再送信子局４／４） 

 点検 年月 日         年      月       日 点 検 者 氏 名 

天 候                

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分 点  検  項  目 点 検 結 果 

③外部接続箱 外部接続箱 

AC 入力電圧        V 

照明 LED 点灯 ON □   OFF □ 

呼出放送動作 良 □  不良 □ 

連絡通信テスト 

親卓・PH3 無線室 
良 □  不良 □ 

緩み・破損状況 □ 

④機構部 装置 

空中線×２ 緩み・破損状況 □ 

ｽﾋﾟｰｶｰ 

緩み・破損状況 □ 

数量 R＝   S＝ 

備 考  

 



様式 ６－２２(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（屋外拡声子局） 

 点検 年月 日         年      月       日 点 検 者 氏 名 

天 候                

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分 点  検  項  目 点 検 結 果 

①屋外拡声 

子局 

(No.    ) 

(     ) 

屋外拡声装置 

メーカー・型式  

製造番号  

製造年月日  

AC 入力電圧        V 

蓄電池平常時電圧        V 

ｻｲﾚﾝ出力電圧        V 

蓄電池停電時 

ｻｲﾚﾝ電圧 

       V 

(30 秒後測定) 

受信入力電圧      dBμV 

減衰器設定値 ON □   OFF □ 

符号誤り率  

拡声器最大出力        W 

呼出放送動作 良 □ 不良 □ 

自局放送動作 良 □ 不良 □ 

無線放送優先動作 良 □ 不良 □ 

停電時動作 良 □ 不良 □ 

緩み・破損状況 □ 

②外部接続箱 外部接続箱 

AC 入力電圧        V 

照明 LED 点灯 ON □   OFF □ 

呼出放送動作 良 □  不良 □ 

緩み・破損状況 □ 

③機構部 
屋外拡声

装置 

空中線 緩み・破損状況 □ 

ｽﾋﾟｰｶｰ 
緩み・破損状況 □ 

数量 R＝   S＝ 

備 考  

 



様式 ６－２３(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（屋外拡声子局（増設アンプ分）１／２） 

 点検 年月 日         年      月       日 点 検 者 氏 名 

天 候                

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分 点  検  項  目 点 検 結 果 

①屋外拡声 

子局(増設アン

プ分) 

(No.    ) 

(     ) 

屋外拡声装置 

メーカー・型式  

製造番号  

製造年月日  

AC 入力電圧        V 

蓄電池平常時電圧        V 

ｻｲﾚﾝ出力電圧        V 

蓄電池停電時 

ｻｲﾚﾝ電圧 

       V 

(30 秒後測定) 

受信入力電圧      dBμV 

減衰器設定値 ON □   OFF □ 

符号誤り率  

拡声器最大出力        W 

呼出放送動作 良 □ 不良 □ 

自局放送動作 良 □ 不良 □ 

無線放送優先動作 良 □ 不良 □ 

停電時動作 良 □ 不良 □ 

緩み・破損状況 □ 

備 考  

 



様式 ６－２４(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（屋外拡声子局（増設アンプ分）２／２） 

 点検 年月 日         年      月       日 点 検 者 氏 名 

天 候                

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分 点  検  項  目 点 検 結 果 

②屋外拡声 

子局 

(No.    ) 

(     ) 

付加増幅装置 

メーカー・型式  

製造番号  

製造年月日  

AC 入力電圧        V 

蓄電池平常時電圧        V 

ｻｲﾚﾝ出力電圧        V 

蓄電池停電時 

ｻｲﾚﾝ電圧 

       V 

(30 秒後測定) 

緩み・破損状況 □ 

③外部接続箱 外部接続箱 

AC 入力電圧        V 

照明 LED 点灯 ON □   OFF □ 

呼出放送動作 良 □  不良 □ 

緩み・破損状況 □ 

④機構部 
屋外拡声

装置 

空中線 緩み・破損状況 □ 

ｽﾋﾟｰｶｰ 緩み・破損状況 □ 

備 考  

 



様式 ６－２５(第１２条関係) 

無 線 局 総 合 点 検 記 録 簿 

（割り込み装置） 

 点検 年月 日         年      月       日 点 検 者 氏 名 

天 候                

測 定 機 器 名 称 校 正 年 月 日 

  

  

  

設備 の区 分 点  検  項  目 点 検 結 果 

①屋外拡声 

子局 

(No.    ) 

(     ) 

屋外拡声装置 

 

緊急告知起動装置 

メーカー・型式  

製造番号  

製造年月日  

AC 入力電圧        V 

蓄電池平常時電圧        V 

蓄電池停電時 

ｻｲﾚﾝ電圧 

       V 

(30 秒後測定) 

受信入力電圧      dBμV 

減衰器設定値 ON □   OFF □ 

符号誤り率  

停電時動作 良 □ 不良 □ 

緩み・破損状況 □ 

②非常割込み

装置 
非常割込み装置 

動作ランプ確認 WATCH DOG □(青) 

電源ランプ確認 AC □ 

発報動作確認 発報リモート釦禁止にし、装置への信号確認 良 □ 不良 □ 

③機構部 アンテナ 緩み・破損状況 □ 

備 考 

 

 
  

 


